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2026年度事業計画とSDGsとのつながり

26年度事業計画の項目 関連するSDGs

地方分権・広域行政 （1）道州制実現につながる地方分権・広域行政の推進

三方よし・民の力 （2）マルチステークホルダー資本主義に基づく企業経営を広げる取り組み

グローバル・アジア （3）アジアをはじめとする世界との双方向のつながりの強化

イノベーション （4）‌�イノベーションが創出されるエコシステムの構築、‌
産業振興の加速

DX （5）関西が一体となったDXの実践

環境・エネルギー・GX （6）GX実現に向けた基盤強化

都市・観光・文化 （7）交流拠点としての機能強化

雇用労働・D&I （8）多様な人材が能力を発揮できる環境の整備

スポーツ （9）産官学・スポーツ界の連携による「スポーツで輝く関西」の実現

経済財政 （10）財政健全化と経済成長の両立に向けた経済財政運営の実現

国土・インフラ （11）複眼型国土の形成と広域交通・物流ネットワークの整備・活用
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1946年 関西経済連合会創立

1955年 道州制を提言

1971年 関西財界代表団が訪中

1965年 西日本経済協議会設立

1979年 関西新国際空港建設促進協議会設立

1999年 関西広域連携協議会設立

2010年 関西広域連合設立

2011年 公益社団法人に移行、（一財）アジア太平洋研究所設立

2017年 （一財）関西観光本部設立

2025年 2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）開催

2024年 うめきた2期区域先行まちびらき

2019年 アジア・ビジネス創出プラットフォーム設立

1990年 （財）太平洋人材交流センター（PREX）設立

1980年 関経連ＡＳＥＡＮミッション派遣

1983年 関西文化学術研究都市建設推進協議会設立

2009年 関西経営者協会と統合

2013年 うめきた先行開発区域まちびらき

主な出来事

2022年度事業計画とSDGsとのつながり

1972年 社団法人に改組

22年度事業計画の項目 関連するSDGs

地方分権・広域行政 （1） 道州制実現につながる地方分権・広域行政の推進

三方よし・民の力 （2） マルチステークホルダー主義に基づく企業経営を
        広げる取り組み

グローバル・アジア （3） アジアをはじめとする世界との
        双方向のつながりの強化

イノベーション
 （4） イノベーションが創出されるエコシステムの構築、
        産業振興の加速

 

ＤＸ （5） 関西が一体となったDXの実践

環境エネルギー・ＧＸ （6） 持続的な経済成長と環境の両立

都市・観光・文化 （7） 交流拠点としての機能強化

雇用労働・Ｄ&Ｉ （8） 多様な人材が能力を発揮できる環境の整備

スポーツ （9） 産官学・スポーツ界の連携による
        「スポーツで輝く関西」の実現

経済財政

国土・インフラ

2025年
大阪・関西万博

万博基本計画の着実な推進と
全国的な機運醸成に向けた取り組み

（10） 財政健全化と経済成長の両立に向けた
          経済財政運営の実現

（11） 複眼型国土の形成と広域交通・
          物流ネットワークの整備・活用
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